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意　見　の　概　要
・不登校生徒の状況について報告。
・学習支援室を有効活用し、不登校生徒対
策を行っていきたい。
・ＩＣＴが活用されているが、メンテナンスな
どが教員の負担にならないか心配だ。

・公立学校なので市内で共有していく必要があ
るのではないか。
・子供自身が判断できるように指導していく。
・判断基準があいまいで説明が難しいものは
なくしてもいいのではないか。
・ジェンダーの問題もあるので細かすぎなくて
いいのではないか。

・別途ご案内をし、学校の状況を見ていた
だきたい。

（１）今年度の教育活動の進捗状況について
（２）学校生活のきまり
（３）坂戸市学校運営協議会規則
（４）学校要覧
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協　議　結　果

（１）
・コロナ禍を経ての教育活動を見直
していく必要がある。

協
　
議
　
等
　
要
　
旨

なし

（１）今年度の教育活動の進捗状況について
（２）学校のきまりについて
（３）今後の取り組みについて

（２）
・子供たちの健やかな成長に合った
もので、合理的な説明ができるもの
にしてくことを確認した。

（３）
・今後の予定を確認することができ
た。

会　　議　　録
坂戸市立坂戸中学校　第２回学校運営協議会

令和 　５年　６月　２１日（水）
（開会）　　１３：４０　　　（閉会）　　１５：２０

坂戸市立坂戸中学校　会議室

村田 千鶴委員　石橋　健一委員　佐藤　浩一委員
市川 大委員　　市川 純子委員
田中 孝次委員　松本 康彦委員


